
別
表
中
型
回
転
翼
航
空
機
（
最
大
離
陸
重
量
二
、
五
〇
〇
‰

を
超
え
一
五
、
〇
〇
〇
‰

以
下
の
も
の
）
の
項
中

「
Ｍ
Ｈ

5
6
4
同

Ｊ
Ａ

9
5
6
4

」

を
削
り
、

「
Ｍ
Ｈ

9
7
3
同

Ｊ
Ａ

9
7
3Ａ

」

を

「
Ｍ
Ｈ

9
7
3

Ｍ
Ｈ

9
7
4

同同
Ｊ
Ａ

9
7
3Ａ

Ｊ
Ａ

9
7
4Ａ

」

に
改
め
る
。

平成™�年˜月š˜日 金曜日 第�™™—号官 報

二
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

羽
石
沢

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
九
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
九
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域
（
平
成
二
十
四
年

国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
三
十
九
号
で
指
定
し
た
同

号
二
に
掲
げ
る
土
地
の
区
域
及
び
平
成
二
十
五
年
国

土
交
通
省
告
示
第
五
百
四
号
で
指
定
し
た
同
号
一
に

掲
げ
る
土
地
の
区
域
を
除
く
。）

愛
知
県
新
城
市
愛
郷

字
平
沢

五
九
番
四

一
号
及
び
二
号

字
羽
石

三
番

三
号
か
ら
五
号
ま
で

六
番

六
号

九
番

七
号

一
二
番
一

八
号
及
び
九
号

三
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

山
中
沢
第
二
支
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
四
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
四
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

愛
知
県
新
城
市
作
手
菅
沼

字
山
中

六
三
番
三
五
一

一
号

六
三
番
二
〇

二
号

六
三
番
二
〇
二

三
号

六
三
番
二
一
〇

四
号

四
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

山
中
沢
第
三
支
川

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
五

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
五
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

愛
知
県
新
城
市
作
手
菅
沼

字
山
中

六
三
番
二
八
五

一
号

六
三
番
二
一
〇

二
号

六
三
番
二
七
一

三
号

六
三
番
二
〇
三

四
号

六
三
番
二
〇
六

五
号

六
三
番
一
七
二

六
号

六
三
番
一
六
四

七
号

六
三
番
一
六
七

八
号

六
三
番
一
六
八

九
号

六
三
番
三
六

十
号

六
三
番
二
二
一

十
一
号

六
三
番
二
一
二

十
二
号

六
三
番
三

十
三
号
及
び
十
四
号

六
三
番
二
八
九

十
五
号

五
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

山
崎
沢

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地

愛
知
県
豊
川
市
長
沢
町

字
京
ケ
峰

四
番
四

四
番
八

四
番
二
〇

四
番
二
一

七
番
三

附

則

こ
の
告
示
は
平
成
二
十
六
年
二
月
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
十
四
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
、
八
千
代
都
市
計
画
事
業
西
八
千
代

北
部
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
（
第

三
回
）
に
つ
い
て
、
そ
の
関
係
図
書
を
次
の
よ
う
に
縦
覧

に
供
す
る
た
め
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年

政
令
第
四
十
七
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

縦
覧
開
始
の
日

平
成
二
十
六
年
二
月
一
日
（
縦
覧

期
間
二
週
間
）

二

縦
覧
場
所

千
葉
県
八
千
代
市
緑
が
丘
一
e

千
百
二

十
e

三

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
千
葉
中
部
開

発
事
務
所

三

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十

分
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
十
五
号

河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
十

八
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
五
十
年
建

設
省
告
示
第
千
百
二
十
五
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

本
則
中
「
百
分
の
百
五
」
を
「
百
分
の
百
八
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
額
は
、
平
成
二
十
六
年
四

月
一
日
以
後
に
お
け
る
流
水
の
占
用
等
に
係
る
流
水
占
用

料
等
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
お
け
る
流
水
の
占
用

等
に
係
る
流
水
占
用
料
等
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
十
六
号

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
二
条
の

規
定
に
よ
り
、
同
条
の
土
地
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
の

で
、
砂
防
法
施
行
規
程
（
明
治
三
十
年
勅
令
第
三
百
八
十

二
号
）
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一
^

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

当
茂
谷

_

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
一

号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
一
号

を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

愛
知
県
岡
崎
市
秦
梨
町

字
世
土
田

二
〇
番
二

一
号

二
〇
番
一

二
号
及
び
三
号

二
七
番
一

五
号

字
投
坂

二
番
五

六
号

二
番
六

七
号

二
番
九

八
号

二
番
一
〇

九
号

二
番
一
五

十
号

一
四
番
一

十
一
号

愛
知
県
岡
崎
市
才
栗
町

字
保
呂
谷

三
六
番

四
号

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
七
号

海
上
保
安
庁
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
四
条
第
三
項
を
実
施
す
る
た
め
、
海
上
保
安
庁
の
航
空
機

の
番
号
及
び
標
識
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

海
上
保
安
庁
長
官

佐
藤

雄
二

海
上
保
安
庁
の
航
空
機
の
番
号
及
び
標
識
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

海
上
保
安
庁
の
航
空
機
の
番
号
及
び
標
識
を
定
め
る
件
（
昭
和
二
十
八
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
十
二
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
六
条
の
二

の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
一
般
廃
棄
物
の

一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
十
三
年
十
月
環
境
省
告
示
第

五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日

か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

附
則
中
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成

三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
十
三
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
六
条
の
三

第
十
号
、
第
六
条
の
四
第
十
一
号
、
第
六
条
の
六
の
二
第

二
十
一
号
（
同
令
第
十
二
条
の
十
二
の
七
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
二
条
の
十
二
の
四
第
十
号
及

び
第
十
二
条
の
十
二
の
五
第
十
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

廃
肉
骨
粉
に
係
る
再
生
利
用
の
認
定
の
申
請
書
に
添
付
す

る
書
類
及
び
図
面
並
び
に
再
生
利
用
の
内
容
等
の
基
準

（
平
成
十
三
年
十
月
環
境
省
告
示
第
五
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

附
則
中
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成

三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
十
四
号

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

（
昭
和
四
十
六
年
厚
生
省
令
第
三
十
五
号
）
第
十
二
条
の

十
二
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
環
境
大
臣
が
定
め
る
産
業

廃
棄
物
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
平
成
十
六
年
六
月
環
境

省
告
示
第
四
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

公
布
の
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
一
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

附
則
中
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成

三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

Ÿ
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